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清水はやと新市政スタート 
 

去る５月２４日に投開票された さいたま市長選挙では、民主党が支持をした 清水はやと氏が当

選し、５月２７日から清水新市政がスタートしました。 

そして、清水新市長を迎え初の定例議会が６月１７日から開催し、７月１０日、教育委員会や監査

委員の人事議案、一般会計補正予算などを含む４３議案いずれも原案の通り可決をし、閉会した。 

しかし、市長マニフェストの一つとして上程された自らの任期を３期までとする多選自粛条例

案、自らの退職金を５０％カットする条例案の２議案については、自民・公明・共産党などにより

継続審査となってしまいました。 

清水市長にとって初の今議会は、人事議案の取り扱いなどを巡って我が会派から「議長丌信任」

を提出するなど、大混乱の議会となってしまいました。 

さいたま市議会第２会派となる私たち民主党・無所属の会は、清水はやと新市政をしっかりと支

えて参ります。 

 
さいたま市議会議員  

阪阪本本かかつつみみ    
保健福祉常任委員会 副委員長 

決算特別委員会 理事 

見沼田圃将来ビジョン特別委員会 委員 

保健福祉常任委員会 副委員長に就任 

今議会では、総合政策、文教、市民生活、保健福祉、ま

ちづくりなどの５常任委員会の再編や、いじめ問題、地下

鉄７号線延伸や見沼たんぼの将来的なビジョンを調査する

新たな特別委員会の設置なども行なわれました。 

私は、常任委員会では「保健福祉常任委員会」副委員長

に選任されました。また、特別委員会では新たに設置され

た「見沼田圃将来ビジョン特別委員会」に配属が決定し、

更に、平成２０年度決算を審査する「決算特別委員会」で

は理事を務めることとなりました。 

議員活動の３年目を迎えた本年、今まで以上に忙しくな

りますが、皆様方のご意見ご要望を市政に反映すべく、地

元、議会活動に全力で取組んでまいります。 

皆様方の相変わらぬご支持ご支援を賜りますよう、お願

い申し上げます。 

http://www.minshu-mushozoku.jp/
http://www7a.biglobe.ne.jp/~sakamoto-k


さいたま市議会初の議長不信任を提出！ 
 

 今議会では、清水新市長が提出した人事議案５件の内４件が、自民、公明、共産党により一時、

“たなざらし”状態になってしまった。 

人事議案は、相手もあることであり、プライバシーや人権にかかわる審議でもあるため、本来、

委員会での審査を省略し、審議することが慣例となっていた。にもかかわらず、今回初の清水新市

長の提出議案となる人事議案は、異例の委員会付託が行なわれることになった。 

私たち『民主党・無所属の会』は、この異例の委員会付託に対してその理由を問うた。が、今回

は特例として慎重審議を求める、ということだけで、ついに理由は明らかにされないまま委員会付

託は強行された。 

これに対して私たちは、さいたま市議会初の議長不信任案を提出しました。が、自民、公明、共

産党を中心とする会派がこれに反対し、議長不信任案は否決された。 

 

「多選自粛」「退職金５０％カット」条例も、「継続審査」に！ 

市長自らの任期を３期までとする多選自粛条例案、自らの退職金を５０％カットする条例案を審

査する総合政策委員会が開かれた。市長自ら出席をし、答弁に立った。 

自民、公明、共産党の議員が次々と質問。 

「多選自粛条例案」については、 

なぜ条例なのか？ 

多選はなぜいけないのか？ 

後の市長や他自治体への影響がでるのでは？ などの質問が相次いだ。 

 

「退職金５０％カット条例案」でも、 

自分の退職金の額を自分で決めるのはおかしいのでは？ 

首長の退職金制度そのものを論じる必要があるのでは？ 

報酬額や他の特別職の手当てなどとともに一緒に提出すべきでは？ 

などの質問が続き、結局、この２つの議案も動議により「継続審査」となってしまいました。 

そもそも自らの多選を自粛するという自粛条例や自らの退職金を５０％カットするという条例

は、提出者の市長の考え方に賛同するのか、しないのか、で賛否を決めるしかないのではないかと

思うのですが、皆さん、いかかでしょうか。 

 

正・副議長選挙も行なわれました 

今議会では青羽議長（自民）日浦田副議長（公明）の辞職に伴い、正・副議長の選挙も行なわれま

した。残念ながら私たちの意はかなわず、結果は、議長に関根信明（自民）、副議長に野口吉明（彩

政会）が選任されました。 

《９月定例議会は９月２日から開催》 

９月議会には市長を支える副市長人事なども提出されますが、その行方はいかに・・・・。 

その他にも平成２０年度の決算審査、各派代表質問なども行なわれる予定です。 

 傍聴希望の方は、事務所までご連絡をください。 


